
 
 

平成２２年度における契約状況のフォローアップ 

平成２３年８月 
独立行政法人国立環境研究所 

1. 平成２０年度と平成２２年度に締結した契約の状況 
（単位：件、億円） 

平成 20年度 平成 22年度 比較増△減 見直し計画 
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等
（47.5％） 
２２１   

（56.1％）
２４．５ 

（57.4％）
２７０ 

（56.1％）
４０．８ 

（ 22.2％）
４９ 

（ 66.5％）
１６．３ 

（69.2％）
３２２ 

（72.0％） 
３１．４  

企画競争・公募
（1.9％） 

９  
（2.2％）
１．０ 

（0.4％）
２ 

（0.4％）
０．３ 

（△77.8％）
△７ 

（△70.0％）
△０．７ 

（15.1％）
７０ 

（10.6％） 
４．６  

競争性のある

契約（小計） 

（49.5％） 
２３０  

（58.3％）
２５．４ 

（57.9％）
２７２ 

（56.5％）
４１．１ 

（18.3％）
４２  

（ 61.8％）
１５．７ 

（84.3％）
３９２ 

（82.6％） 
３６．０  

競争性のな

い随意契約 
（50.5％） 
２３５  

（41.7％）
１８．２ 

（42.1％）
１９８ 

（43.5％）
３１．６ 

（△15.7％）
△３７ 

（ 73.6％）
１３．４ 

（15.7％）
７３ 

（17.4％） 
７．６  

合 計 
（100％） 
４６５  

（100％）
４３．６ 

（100％）
４７０ 

（100％）
７２．７ 

（ 1.1％）
５ 

（ 66.7％）
２９．１ 

（100％）
４６５ 

（100％） 
４３．６  

（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 
（注3） 見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成 21年 11月 17日閣議決定）」に基

づき公表した見直し計画である。 
 

 



【20実績】 
一般競争入札・指名競争入札等 

２４．5億円 
（２２１件） 

 
 
 
 

企画競争・公募 
１．０億円 
（９件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 １８．２億円（41.7％） 
件数  ２３５件 （50.5％） 

 

【22実績】 
 

一般競争入札・指名競争入札等

４０．８億円 
（２７０件） 

 
 
 
 
 

企画競争・公募 
０．３億円 
（２件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 ３１．６億円（43.5％）
件数  １９８件 （42.1％）

 

（参考）図表 平成 20年度と平成 22年度に締結した契約の状況                                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（注）「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。 
 
 

【（参考）見直し計画】※見直し

結果後における状況 

 

一般競争入札・指名競争入札等

３１．４億円 
（３２２件） 

 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
４．６億円 
（７０件） 

 
 

競争性のない随意契約 
金額 ７．６億円（17.4％）
件数   ７３件 （15.7％）

 

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

実績比増▲減 
 
金額  
＋61.8ポイント 
（15.7億円増） 
件数  
＋18.3ポイント  

（42件増） 
 

競争性のある契約方式合計 

金額 25.4億円（58.3％） 

件数 230件 （49.5％） 
競争性のある契約方式合計 

金額 41.1億円（56.5％）

件数 272件 （57.9％） 競争性のある契約方式合計 

金額 36.0億円（82.6％）

件数 392件 （84.3％） 



2. 見直し計画に掲げた競争性のない随意契約の割合に到達しなかった主な理由 
  平成 22 年度において、随意契約等見直し計画の見直しの視点に照らし競争性のない随意契約を締結せざるをえない案

件が生じたため。 

  なお、新規案件は、環境省が平成２２年度から開始した「子どもの健康と環境に関する全国調査」において各調査地

区の核となる「ユニットセンター」である大学等の機関に、「コアセンター」である当研究所から行った「子どもの健康

と環境に関する全国調査ユニットセンター委託業務（全１６件）」等である。 

 

 

3. 平成 22 年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 
① 一般競争入札へ移行 

(ア)  独立行政法人国立環境研究所水環境保全再生研究ステーションで使用する電気供給契約      ０．３億円 
(イ)  GOSATレベル 4データ処理システムの改良促進業務                        ０．３億円 

② 指名競争入札へ移行 
該当なし 

③ 企画競争へ移行 
該当なし 

④ 公募へ移行 
該当なし 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
4. 一者応札・応募の改善状況 
 

（単位：件、億円） 
 平成 20年度 平成 22年度 比較増△減 

件数 
  ７８

（35.3％）
７８ 

（29.5％） 
０

（ 0.0％）
２者以上

金額 
１０．７

（44.8％）
１９．０

（46.7％） 
８．３

（77.6％）

件数 
１４３

（64.7％）
１８６

（70.5 ％） 
４３

（30.1％）
１者以下

金額 
１３．２

（55.2％）
２１．７

（53.3％） 
８．５

（64.4％）

件数 
２２１

（100％）
２６４

（100％） 
４３

（19.5％）
合 計 

金額 
２３．９

（100％）
４０．７

（100％） 
１６．８

（70.3％）
(注 1) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
(注 2) 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った係数である。 
（注 3）比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 
 
 

5．一者応札、一者応募に係る改善方策（URL http://www.nies.go.jp/osirase/chotatsu/minaoshi/taio.html ） 

  


